
26出典：厚生労働省健康局水道課

上水道事業の設定状況（給水人口による重み付け）
・「計画的な施設の更新」を目標に設定した水道事業者は、ほぼ全ての事業者である。
・「基幹施設の耐震化」、「管路網の耐震化」など地震対策を設定した事業者は、

約90％となっている。
・「水質事故の防止」を目標に設定した事業体は90％を超えている。
・「第三者委託の導入」を目標に設定した事業体は約80％となっている。
・「水道分野の国際貢献」は、最も少なく約20％程度である。

水道ビジョンレビュー
１．水道ビジョンの目的



27出典：厚生労働省健康局水道課

用水供給事業の設定状況（日最大給水量による重み付け）
・「計画的な施設の更新」を目標に設定した水道用水供給事業者は、ほぼ全ての事業者である。
・「水質事故の防止」を目標に設定した事業者は約90％を超えている。
・「応急給水実施の確保」を設定した事業者は80％を超えているが、「基幹施設の耐震化」、
「管路網の耐震化」は、上水道事業に比べて低く約50％程度となっている。

・「第三者委託の導入」を目標に設定した事業者は約80％となっている。
・「水道分野の国際貢献」は約40％程度となっている。

水道ビジョンレビュー
１．水道ビジョンの目的
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◇ 水道水について不満を感じている

ことは？

トップは『おいしくない』で49.3％

◇もっとも不安なのは『飲料水や生活
用水の悪化』で6割

水に関して日頃から不安を感じて
いることを聞きました。

トップ3 は『飲料水や生活用水の悪
化』（60.1％）、『化学物質による水
質汚染』（55.0％）、『給水制限や断
水』（42.5％）でした。

○国民が水供給に求めるもの

出典：水に関わる生活意識調査（ミツカン水の文化センター） 2006年7月

水道ビジョンレビュー
２．水道の現況と将来の見通し
（１）安全な水、快適な水が供給されているか
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○水道における異臭味被害の発生状況経年変化

出典 ： 厚生労働省健康局水道課

水道ビジョンレビュー
２．水道の現況と将来の見通し
（１）安全な水、快適な水が供給されているか
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浄水からジアルジアを検出

感染症患者なし

膜ろ過施設設置

水源変更
塩素消毒のみ小規模水道

山形県

米沢市

濁度計の設置

濁度管理を徹底

飲用制限

浄水処理管理強化

水源の使用中止

膜処理装置設置

上水道と統合予定

長期的対応

原水からジアルジアを検出

感染症患者なし
塩素消毒のみ上水道

大分県

別府市
2H15

原水及び浄水からクリプト
スポリジウムを検出

感染症患者なし

急速ろ過処理簡易水道
大阪府

能勢町
1H18

該当なし0H17

原水及び浄水からジアル
ジアを検出

感染症患者なし

急速ろ過処理上水道
兵庫県

宝塚市
0H16

原水からジアルジアを検出

感染症患者なし
塩素消毒のみ簡易水道

山形県

新庄市
1H14

備考浄水処理種別
都道府県

市町村

給水停止

件数
年度

出典 ： 厚生労働省健康局水道課

水道ビジョンレビュー
２．水道の現況と将来の見通し
（１）安全な水、快適な水が供給されているか

○ 平成18年度末時点 クリプトスポリジウム等検出状況 （直近5年間）


